
席田郡家推定地発掘調査 現地説明会資料 
平成 25 年 3 月 23 日（土） 本巣市教育委員会 

 
１ 席田郡家推定地の遺跡の歴史について 

席田郡家推定地は、船来山南麓の扇状地上に広がる遺跡です。この遺跡は、席田郡府遺跡の中にあり、

この他には席田廃寺跡（定額尼寺 本巣市石原の八幡神社周辺）が含まれています。席田廃寺は、「日

本三大実録」という古い文献の中に登場する有名なお寺で、仁和三年（887 年 平安時代）に、美濃国

分寺・美濃国分尼寺が火災で焼けた時に、その代わりとして一時期、美濃国分尼寺の機能を移した寺と

書かれています。平安時代当時に相当な立派な建物が本巣市内にあったということです。当時の席田郡

が大変栄えていたことを示すものと考えられます。 

この記録を証明するかのように、古くから古代瓦や土器が出土する地域として、本巣市石原、郡府周

辺は有名でした。そして平成 19 年度から始まった本巣市詳細遺跡分布調査の中でも、たくさんの土器

や古代瓦が落ちていました。土器の多くは、奈良時代や平安時代に使われていた須恵器や灰釉陶器、土

師器でした。 

今回の発掘調査現場周辺は、地元でしか伝わっていない「センタノヤシキ」という名で呼ばれていた

そうです。席田郡は「続日本記」によると、霊亀元年（715 年 奈良時代）に本巣郡から分かれて建て

られた郡であると記録されています。古代の席田郡は、大変栄えていたようです。 

 

 
２ 席田郡家推定地の調査成果の概要 

竪穴式住居（家）が 8 軒、住居に伴う円形の土坑 8 基、住居外の円形の土坑（土の穴）が 8 基（弥生

時代 2 基、奈良時代から平安時代 4 基、平安時代 2 基）が出土しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●席田小学校

●糸貫東幼稚園

●調査現場 



1 号竪穴住居 SB1 平安時代 

一番初めに出土しました。住居の床面からは灰釉陶器や土師器が出土したため、平安時代の住居と考

えています。 

 
2 号竪穴住居 SB2 奈良時代から平安時代 

                      この調査区の中では、一番大きな住居です。住居の北

側から、煙道（竈に伴う煙り出しの遺構）が出土しまし

た。竈の遺構は出土しなかったことから、煙道は残った

ものの、竈自体は何かの理由で壊されたのではないかと

考えられます。竈の石だったのではないかと考えられる

石が、住居内の西側、東南隅で出土しています。このほ

か土坑 3 基が出土しています。 

写真：2号竪穴住居の石と土器（北から） 

 
3 号竪穴住居 SB3 平安時代後期から中世 

 SB2 の西側から出土しました。灰釉陶器や土師器が出土しています。層位や出土土器から、SB2 より

新しい住居と考えました。このほか焦土を伴う浅い土坑 1 基が出土しました。 

 
4 号竪穴住居 SB4 奈良時代から平安時代 

                      住居の中からは、須恵器、灰釉陶器が出土しました。

また、竈の石だったのではないかと考えられる赤い石が、

住居内の中央付近で灰釉陶器などの土器と一緒に出土

しました。何かの理由で竈が壊された後、住居の中に埋

めたと考えています。このほか土坑 1 基、柱穴 2 基が出

土しました。 

写真 4 号竪穴住居の石と土器（東から） 

 
5 号竪穴住居 SB5 平安時代 

SB8 の東側で出土しました。住居内の北側が赤黒い土で厚く覆われていました。この中から大型の石

と土手のようなものが出土しました。灰釉陶器などの土器も多数出土しています。このほか住居の隅で

古代瓦が出土したほか、焦土が堆積した土坑 2 基が出土しています。 

 

 

 

 

 

 

 
 

写真 焦土遺構検出（南から）       写真 焦土遺構土器、石出土状況（東から） 



6 号竪穴住居 SB6 古墳時代後期から奈良時代 

住居の東側は、赤い焦土や黒い炭で覆われていました。掘り進めると、竈ではないかと考えられる遺

構が出土しました。竈の中からも、住居の床からも土器が出土しました。このほか柱穴が 1 基出土しま

した。 

   

 

 

 

 

 

 

 
写真 竈遺構検出（西から）       写真 竈遺構土器、石出土状況（西北から） 

 
7 号竪穴住居 SB7 弥生時代から古墳時代 

SB2 の北から出土しました。出土した土器や層位から考えると、SB2 や SB8 より先に建てられた住

居であると考えています。 

 
8 号竪穴住居 SB8 古墳時代後期から奈良時代 

SB5 の西から出土しました。出土した土器や層位から考えると、SB7 より新しく、SB5 より古い住

居ではないかと考えています。住居の北側では、焦土や炭の混じった赤い土が厚く堆積した円形の土坑

が 1 基出土しました。 

 
３ おわりに 

 今回の調査では、弥生時代から古墳時代をはじめとして、奈良・平安時代のものがたくさん出土しま

した。古い文献にも登場する古代の席田郡の様子を探るうえで、大変貴重な資料を得ることができまし

た。立派なお寺である席田廃寺（定額尼寺）があったということは、席田郡は大変栄えた地であったこ

とが伺えます。今回の調査区から北へ約 1km の場所には、全国でも大変有名な船来山古墳群がありま

す。古墳時代から古代にかけて、一流の文化が席田の地で栄えたということでしょう。皆様の住んでい

る土地に、素晴らしい歴史があることを、今回の調査結果を慎重に検討・整理しながらご紹介できれば

と思います。最後に、今回の調査に協力してくださった方々に感謝申し上げます。 

 

問い合わせ：本巣市教育委員会社会教育課 電話 058-323-7764 

※調査・整理作業途中につき、内容については変更・修正の場合があります。 

 

 

 

 

 

 



 


